
令和６年度東京都立江北高等学校学校経営計画報告  

東京都立江北高等学校長  

江 本 敏 男   

１ 今年度の取組と自己評価                                      

（１）教育活動への取組と自己評価  

 

【学習指導】 質の高い授業を実践し、全ての生徒に進学に向けた学力の定着を図る。 

目標と方策 自己評価 

①  主体的・対話的な深い学びを推進し、新

しく求められる学力の向上を図る。 

 

② 生徒が表現する場面を増やす授業を展開

する。 

 

③ 自学自習の習慣や計画的な学習習慣を身

に付けさせ、確実な学力の向上を図る。 

 

④ 習熟度別授業、少人数授業、特別進学ク

ラス編成等による生徒の理解度に応じた授

業を行い、学力向上に向けた学習指導の充

実を推進する。 

⑤ 模擬試験結果や生徒による授業評価の分

析に基づく授業改善を推進する。 

 

⑥ 学力の定着を図るため、授業時数の確保

を推進する。 

⑦ 英語に求められる４技能のバランス良い

向上を図り、実践的コミュニケーション能

力を高め、資格取得の充実を図る。 

 

⑧ オンライン授業やＩＣＴを活用した授業

の効果的な実践を推進する。 

① 学力向上委員会（教科主任会）を定期的

に開催し、組織的、計画的な学習指導を推

進した。 

② ペアワーク、グループワークを活用し、

自己表現や他者理解を深める授業を展開し

た。 

③ 自習室の利用を定着させるとともに、自

学自習の習慣や計画的な学習習慣を身に付

けさせた。 

④ １・２学年での英語・数学の習熟度別授

業、各学年２クラスの特別進学クラス編

成、補習・講習の実施により、学習指導の

充実を推進した。 

⑤ 模試分析、共通テスト分析を各教科で行い、

共有した。授業評価アンケートの質問項目の見

直しを行い、授業改善につなげた。 

⑥ 行事等の見直しを行い、授業時数を確保し

た。 

⑦ １学年はオンライン英会話授業を年間 10 回

実施した。その他、ＧＴＥＣの全員受験に加え、

年３回実用英語検定の希望者受験を実施し、資

格取得の充実を図った。 

⑧ オンライン学習デーを実施し、効果的な実践

ができた。成果と課題を共有した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【進路指導】 最後まであきらめさせない進路指導の充実を図る。 

目標と方策 自己評価 

① 進学指導推進校として、生徒の進路実現を図

るキャリア教育の充実を進め、最後まであきら

めない進路指導の徹底を図り、国公立大学や難

関私立大学への進学実績の向上を図る。 

② 進路部と学年担任とが連携し、的確な進路情

報の提供、生徒の学力分析、面談の実施、講演

会や進路体験等の進路行事の充実を推進し、生

徒の進路意識の喚起を図る。 

③ 生徒の客観的な学力分析や進学希望に基づ

き、長期休業日中の講習等の進学に向けた指導

を組織的・計画的に行う。 

④ 模擬試験等のケース会議の拡充を図り、生徒

個々の状況を丁寧に分析する。また、大学入学

共通テスト後の出願指導の充実を図る。 

⑤ 国公立大学進路希望者への指導の充実を図

る。 

 

① 生徒の意識を高め、３年間を見とおした継続

的な指導となるよう、進路部が主導して組織的

な指導を行った。国公立大学や難関私立大学へ

の進学が向上した。 

② 進路部と学年が連携し、計画的な進路行事、

保護者説明会等を実施した。３学年出願ケース

会議を行い、進路選択の幅を広げた。 

 

③ ３学年の夏期講習を全教員が担当し、74 講

座開講した。 

 

④ 出願ケース会議等により生徒個々の状況把

握を丁寧に行った。共通テスト後も諦めさせな

い出願指導を行った。 

⑤ 日頃から国公立大学受験を意識した授業を

行った。国公立大学進学希望者を対象とした集

会を定期的に実施し、効果を上げた。 

 

 

【生活指導】 規律ある学校生活の向上を図る。 

目標と方策 自己評価 

① 規範意識を高め、集団生活におけるルール、

マナー、モラルを身に付けさせ、自律的な生活

態度とお互いを尊重する態度を育成するとと

もに、自分で判断し決定して実行する自己指導

能力の育成を図る。 

② 遅刻防止、授業開始時間や下校時間の遵守、

授業規律の徹底、時と場に応じた身だしなみや

挨拶の励行など「時を守り、場を清め、礼を正

す」指導を徹底し、規律ある安全な生活の充実

を図る。 

③ いじめ等の未然防止に向け、年間３回のいじ

めアンケートの充実を図り、組織的かつ迅速な

対応ができるよう校内体制を強化する。 

① 生徒会、運動・学芸委員会などの生徒組織 

を機能させ、自律的な生活態度とお互いを尊重

する態度の育成を図った。  

 

 

② 昨年度と比較し遅刻延べ回数を約 1,000 回

減少させることができた。組織的な遅刻指導を

実施するとともに朝学習の目的を理解させ、取

り組みを習慣化させる指導を実施する。身だし

なみ指導も継続する。 

③ 年３回いじめアンケートの実施、担任との面

談をとおして生徒の相談に迅速かつ組織的に

対応した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【特別活動・部活動】 江北高生としての自覚と誇りを育成する。 

目標と方策 自己評価 

① 部活動・委員会活動を活性化させ、自己を生

かす能力を育成する。 

 

② 学校行事の学校生活の活性化と学校への帰

属意識を一層高めるため、学校行事の充実を図

るとともに、系統的な年間計画を構築する。 

③ 部活動の一層の活性化を図るとともに、学習

と部活動との両立を目指し、学校生活の充実と

生徒の可能性の伸長を図る。 

① 運動・学芸委員会では、生徒が自ら考え、提 

案する場をつくることで、自主的な活動につな

げた。 

② アフターコロナとしての学校行事を作り上

げることができた。行事の実施時期も見直すこ

とができた。 

③ 担任だけでなく、部活動顧問も学習と部活動

の両立を目指す指導を行い、学校生活の充実と

生徒の可能性の伸長を図ることができた。 

 

【健康づくり】 体力を向上させ、心の安定を図り、社会の発展に貢献し得る心身共に健康な人間を

育成する。 

目標と方策 自己評価 

① 生徒自らが健康を意識し、自己の健康管理に

努めることを通して、進んで健康づくりを実践

できる能力を育てる。 

② 計画的な体育の授業等を通じ、基礎体力の向

上を図る。 

 

③ スクールカウンセラーを活用した教育相談

体制の充実を図り、日頃の生活状況やいじめア

ンケート等に基づく個々の生徒の状況把握に

努め、一人一人に応じたきめ細かい指導を実施

する。 

④ 生徒と教員の関わりを深め、ＳＯＳを発信し

やすい環境の充実を図る。 

① コンディションレポートの利活用週間等を

利用し、自己の健康管理を実践させた。 

 

② 充実した体育施設を生かし、運動量を確保し

た体育の授業を通じて基礎体力の向上を図っ

た。 

③ 教育相談委員会による生徒のケース会議、校 

内研修会での生徒情報の共有を通して個々に

応じたきめ細かい指導を実施した。 

 

 

④ 二者面談、三者面談により生徒の状況把握に 

努めた。 

 

【募集・広報活動】 地域に信頼され支えられる活気ある学校づくりを推進する。 

目標と方策 自己評価 

① 学校説明会、見学会、授業公開、中学校訪問、

塾訪問などを一層充実させ、本校で意欲的な活

動を希望する生徒を積極的に募集する。 

 

 

② 充実した学校案内の作成、ホームページの更

新、外部説明会への参加など、広報活動を積極

的に進め、本校の諸活動への理解を広めてい

く。 

③ 本校の教育活動や成果を積極的に発信し、地

域からの理解を深めていく。 

 

① 学校説明会参加者数は目標値を上回った。学

校説明会等では学校のコンセプトを明確に示

し、本校で意欲的に活動したい生徒を募集する

ことができた。 

② 学校案内を６月には中学校に配布したり、部

活動の様子等をホームページに掲載して情報

の発信に努めた。 

 

③ 江北だよりを年 12回発行し、保護者、地域 

に向けて学校の取組を発信した。また、江北だ

よりを学校のホームページに掲載した。 

 

 



 

 

【学校経営・組織体制】 伝統の上に新しい江北高校を作り上げる組織の強化を図る。 

目標と方策 自己評価 

① 全教職員が学校改革への意識を高め共有する

ことで改革を推進する。  

② 管理運営規程に基づく組織的な学校運営を行

い、企画調整会議を中心とした組織的学校経

営を推進し、校務分掌内の協働体制を一層充

実させ、校務の円滑な運営と諸課題の解決を

図っていく。  

 

③ 主幹会議において中期的課題等を精査し、そ

の解決方法を検討する。 

 

 

④ 校内研修や啓発活動を通して、教育公務員と

しての高い使命感・倫理観をもち、服務規律

を順守することを徹底する。 

⑤ 経営企画室の学校経営参画を促進し、効率的

かつ効果的な学校経営を行う。 

 

⑥ 会議や業務の効率化とペーパーレスの推進

を図り、ライフ・ワーク・バランスを推進し

た。 

① 全教職員で学校のミッションを認識し、組 

織的な対応を行い、学校改革を推進させた。

② 企画調整会議を中心とした学校経営を行い 

管理運営規程に基づく学校運営を徹底し、組

織的な業務遂行と学校運営を進め、諸課題に

組織的に対応した。校内分掌内の協働体制と

分掌間の連携を深め、校務運営の活性化を図

った。 

③ 定期的に主幹会議を開催することにより、

主幹教諭が学校の課題を整理し、解決策を企

画調整会議等で提案することで、組織的な学

校経営の推進を図った。 

④ 年間３回の服務事故研修や企画調整会議、 

職員会議で文書での服務事故防止の周知徹底

を図った。 

⑤ 経営企画室の学校経営参画を促進し、迅速 

かつ効率的な業務の遂行に取り組んだ。 

 

⑥ 会議の精選やペーパーレスの推進により、

業務の効率化を図った。 

 

（２）重点目標への取組と自己評価 

目標と方策 自己評価 

① 教科指導において、学習到達度（ねらい）を

明確に示し、生徒に見通しをもたせること

で、生徒の学習効果を高める。 

② 朝学習の計画的な実施を推進する。 

 

 

③ 学習手帳の活用を充実し、生徒の自己管理

能力の向上を図る。 

 

 

④ 英語外部検定試験等を活用し、ＣＥＦＲ Ａ

2.2 到達者率の向上を図る。 

⑤ ＩＣＴの活用を向上させるとともに、オン

ライン学習の実践を推進する。 

 

⑥ 校内予備校の効果的な実施を推進する。 

① 模試分析、授業評価アンケートをとおして学

習到達度を明確に示し、見通しをもたせる授業

改善を行った。 

② 学習のねらいや振り返りを確実に行い、生徒 

が見通しをもって授業に取組めるよう授業改

善を行った。 

③ 朝学習は定着しており、学力向上につながっ

た。遅刻者も一定数いるので朝学習を利用した

生活習慣の改善を図らせる。手帳の活用の指導

は継続が必要である。 

④ 英語検定試験２級に 115人以上が合格した。 

 

⑤ オンライン学習デーを効果的に実施した。講

習の動画配信も行い、様々な学習方法を生徒に

提供した。 

⑥ 教務部、進路部と学年が連携し、取組の充実



 

⑦ 「総合的な探究の時間」の構造化を図る。 

 

⑧ より効果的な教育活動となる年間計画に向

け、課題解決を図る。 

⑨ 読書活動の充実を図り、生徒の思考力・判

断力・表現力の基礎を育成する。 

⑩ 進路部所掌の教科主任会「学力向上委員会」

の更なる充実を図り、データに基づく組織的

な指導体制を強化する。 

 

⑪ 長期休業中の講習、共通テスト後の指導体

制の充実を図り、生徒にとって効果的な指導

体制を強化する。 

⑫ ３年生の夏期学習の充実を図るため、指定

校推薦等の業務時期の改善を図る。 

⑬ 自習室の学習環境を向上させ、自習室利用

の拡充により、家庭学習時間の増加を図り自

学自習の習慣の定着を推進する。 

 

⑭ 模試分析会の拡充を図り課題に応じた迅速

な対応を行うとともに、３学年での出願ケー

ス会議を通じて個々の生徒の状況を共通理

解し、個に応じたきめ細かな指導を行う。 

⑮ ３学年では、３者面談を２回以上実施し、

進路実現に向けた指導の充実を図る。 

⑯ 遅刻防止対策の強化を図り、規則正しい学

校生活の推進と学習環境の向上を図る。 

 

 

⑰ あいさつの励行を推進し、活力ある学校生

活を構築する。 

⑱ 授業開始時、終了時の「礼」、チャイム着席、

チャイム授業開始の徹底を図り授業規律を

確保する。 

⑲ 自転車乗車用ヘルメット着用の徹底を図

り、生徒の安全の向上を図る。 

⑳ 清掃活動を徹底し、自ら学ぶ場所を整える

態度を養う。 

㉑ 都大会上位進出を目指し、部活動の活性化

を図る。 

 

㉒ スクールカウンセラー、特別支援コーディ

ネーター等と関係部署の連携を深め、個に応

じた適切な指導の充実を図る。 

を図った。 

⑦ 教務部、進路部と学年が連携し、取組の充実 

を図った。 

⑧ 年間計画の充実に向け、主幹会議等で課題の

洗い出しをおこなった。 

⑨ 生徒の思考力・判断力・表現力の基礎を育成

するために読書活動の推進が必要である。 

⑩ 学力向上委員会（教科主任会）や模試分析会

を定期開催し、データに基づく組織的な進路指

導を行った結果、国公立大学、難関私立大学合

格者数の増加につながった。 

⑪ 最後の一押し講習を実施するなど、生徒が学

校を中心に学習できる環境を整備した。 

 

⑫ 全教員で３学年の夏期講習を担当する取組

は定着した。今後は講座内容の充実を図る。 

⑬ 自習室の赤本を充実させたり、過去問にアク

セスできるＱＲコードを掲示したりして大学

受験を意識させる環境づくりを行った。自習室

利用は定着し、自学自習の習慣が身に付いた。 

⑭ 模試分析を各教科で行った。分析会も定期的

に実施し、担任以外の授業担当者も出席した。

ケース会議も実施し、個に応じたきめ細かな指

導を行った。 

⑮ ３者面談、２者面談を行い、進路実現に向け

てきめ細かな指導を行った。 

⑯ 特定の生徒が遅刻を繰り返し、延べ人数が昨

年度に比べて増えた。指導の継続が必要であ

る。その他の生徒は規則正しい学校生活を送る

ことができ、学力も向上した。 

⑰ 生徒部による朝の立ち番指導等により、自ら

あいさつを行う生徒が増えた。 

⑱ 授業開始時、終了時の「礼」、チャイム着席、 

チャイム授業開始が徹底され、授業規律が確保 

されている。 

⑲ 交通安全教室や「輪トレ」等を実施し、交通

安全に対する意識を高めさせた。 

⑳ 日常的に清掃活動を実施し、自ら学ぶ場所の 

環境整備に努めるよう指導している。 

㉑ 都大会に出場した経験が部活動の活性化に

つながっている。高い目標をもたせた指導を継

続していく。 

㉒ 定期的にスクールカウンセラー、特別支援コ

ーディネーター等と関係部署が打ち合わせを

行い、生徒の情報を共有した。個に応じた適切



 

㉓ 学校案内、学校紹介動画、ホームページ等

外部発信媒体の改善、学校見学会、学校説明

会等募集活動の拡充を図り、中学生・保護者

の理解の向上を推進する。 

㉔ 体罰や暴言のない指導、服務事故根絶の徹

底を推進する。 

 

㉕ 週に一度以上の定時退庁の実施等によりラ

イフ・ワーク・バランスを推進する。 

な指導につなげることができた。 

㉓ 学校説明会参加者数は前年度を上回り、本校

に対する理解を深めさせることができた。募集

活動の一層の充実を図るために、新たな取組を

加えることを検討していく。 

㉔ 服務事故防止研修や職員会議等を通じて体

罰や暴言のない指導、服務事故根絶を指導し

た。 

㉕ ライフ・ワーク・バランスの推進に課題が残 

る。超過勤務が常態化しないよう業務縮減や、

役割分担等を見直しを行う。 

 

 

（３）数値目標 

数値目標 令和６年度 令和５年度 

① 生徒の家庭学習時間  

３年生：240 分、２年生：150 分、１年生：

120分  

②大学入学共通テスト受験者率 95％ 

③大学入学共通テスト６教科受験 50人 

④大学入学共通テスト 80％得点者 10人 

⑤国公立大学の現役合格者 20人 

⑥難関私立大学（４校）現役合格者 10人 

⑦ホームページ更新回数 300回 

⑧ 入学者選抜応募倍率 1.7倍 

３年生：240分 

２年生：150分 

１年生：120分  

   94％ 

51人 

   １人 

27人 

  11人 

  1007回 

1.65倍 

３年生：240分 

２年生：86分 

１年生：108分  

   91％ 

36人 

   ０人 

26人 

   ８人 

  276回 

1.53倍 

 

２ 次年度以降の課題と対応策 

課題 対応策 

① 生徒一人１台端末の導入による授業におけ

る活用方法 

② 観点別評価による授業評価の在り方や成績

管理 

③ 総合的な探究の時間の３年間を見通した年

間指導計画の作成 

④ 自主学習室の利用率の一層の向上 

 

⑤ 進路部と各学年の連携強化による、３年間

の系統的な進路指導計画の充実  

 

⑥ 自転車における交通ルールやマナーの徹底

による交通事故防止 

⑦ 社会の状況や気候等に応じた柔軟な学校行

事の実施 

⑧ 学校説明会や見学会の一層の工夫 

① 日常的な実践を教科会等で共有する。オン

ライン学習デーを効果的に実施する。 

② 教務部が中心となり、校内研修会を計画し

全教職員が共通理解の下に取り組む。  

③ 進路部、教務部と学年が連携し、生徒の実

態に合った指導計画を作成する。 

④ 毎日部活動が終わった後に利用する指導を

行う。 

⑤ 進路部を中心として進路ガイダンス、模試

分析会、ケース会議等を組織的に行う体制を

継続し、定着させる。 

⑥ 生徒部が中心となり、集会やＨＲを通して

全教職員で生徒の意識啓発に努める。 

⑦ 前例にとらわれることなく、実態に応じて

柔軟に対応ができるようにする。 

⑧ 学校全体で募集活動に取り組む。前例にと



 

 

⑨ 生徒の思考力・判断力・表現力の育成に向

けた読書活動の推進 

⑩ 学校評価アンケートの回収率の向上と評価

における教育活動の改善 

 

らわれることなく新たな試みにも挑戦してい

く。 

⑨ 学校図書館専門員と連携して生徒の図書館

利用率の向上を図る。 

⑩ Microsoft Forms及び Classiによる回答の

周知徹底とアンケート結果における分析と改

善を行う。 

 


